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焚涜セッション2:鶴究会ネットワークの構築にむけて

プランナー:新井陽子、鳥居央子

北里大学看護学部

小林 奈美・富貴田 景子 家族システムケア研究会同かごしま

大塚香他北里家族看護実践研究会

松坂 由香皇他東海大学家族看護研究会

大嶋満須美他山口家族看護研究会

昨年度は、私が所属する北里家族看護実践研究会の活動状況および今後の展望についてご紹介させていた

だきました。その後、私たち研究会の活動へのご意見を多数いただくとともに、他の研究会の活動状況を聞

かせていただき、とても良い示唆をいただきました。

そこで、今年度は日本全国で活動している家族看護研究会の代表の方たちに、それぞれの研究会の活動状

況と事例検討の方法についてご紹介いただきます。特に事例検討については、それぞれの研究会独自の方法

で行われていることが多いと思います。今回は、事例検討会の開催方法について詳しくお話しいただき、研

究会の企画についても考えていければと思っています。

現在研究会を行っていらっしゃる方、これから研究会を作っていきたいと思っている方、多くの方にご参

加いただき意見交換をしていきたいと思います。そして、この機会に日本全国で活躍されている研究会の方

たちと情報交換ができるようなネットワークを構築したいと思っています。

皆様のご参加をお待ちしております。

圃参加する研究会

O家族システムケア研究会・同かごしま
O北里家族看護実践研究会
0東海大学家族看護研究会
O山口家族看護研究会

-進め方
1.各研究会の特徴と、これまでの活動内容を発表していただきます。

・研究会が発足するまでの経緯について

・研究会の実践活動(事例検討会、セミナーの開催など)

・研究会で行う事例検討会の行い方

・研究会を成功させるコツ!

・発表時間:各研究会 15分
2.フリーデ、イスカッション:

研究会としての今後の活動やネットワーク構築に向けて意見交換をおこないます。


